
                                                                                        

                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 特集について 

  言語は、児童・生徒の学習活動を支える重要な役割を果たすものであり、全ての教科

等における資質・能力の育成や学習の基盤となるものです。 

言語能力を構成する資質・能力は、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力等」、

「学びに向かう力・人間性等」の三つの柱に整理されています。資質・能力の三つの柱

は、それぞれ独立して育まれるものではなく、それらが働く「認識から思考へ」、「思考

から表現へ」という過程の中で、相互に関係し合いながら育成されるものです。 

言語能力の向上は、子供の学びの質の向上や資質・能力の育成の在り方に関わる重要

な課題として受け止め、重視していくことが求められています。  

そこで、本特集では、学習の基盤となる言語能力を育成するための三つのポイントに

ついて紹介します。 

 

２ 紙面の活用について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習の基盤となる言語能力の確実な育成 

        検索 たまじむ 
https://www.tamajimu.metro.tokyo.lg.jp/ 

 
＜二次元コードから、本特集の解説動画が視聴可能＞ 

 

東京都多摩教育事務所のホームページから、これまで発行した所報が閲覧、ダウンロード可能 
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学 習 の基 盤 と
なる資質・能力で
ある言語能力の
育成の重要性が
確認できます。 

言語能力を育成
するための三つ
のポイントが理
解できます。 

言 語 能 力 を 構
成する資質・能力
について確認で
きます。 

言語能力を育
成するための過
程が理解できま
す。 
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学習の基盤となる言語能力の確実な育成 
   

 

 

 

  
                                                                                                                                 

小学校理科（第６学年）の言語活動例 

 

言語は、児童・生徒の学習活動を支える重要な役割を果たすものであり、全ての教科等における資質・能力の育成や学習の基盤となるものです。また、言語能力の向上は、児童・生徒の学びの質の向上や資質・能力の育成の 
在り方に関わる重要な課題になっています。そこで、本特集では、学習の基盤となる言語能力を育成するための３つのポイントについて紹介します。 

 

この特集全体の 

詳しい内容はこちら 

10 秒でできる 

Ｗｅｂアンケートはこちら 

① 「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）（令和３年１月26日 中央教育審議会）   ② 「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 小学校理科（令和２年３月 国立教育政策研究所） 

③ OECD 生徒の学力到達度調査 2018 年調査（2018PISA）のポイント（令和元年 12 月３日 国立教育政策研究所）    ④ 幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）及び補足資料（平成28年12月21日 中央教育審議会） 

⑤ 小学校及び中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 総則編（平成 29 年７月 文部科学省）              ⑥ 言語能力の向上に関する特別チームにおける審議の取りまとめ（平成 28 年８月 26 日 教育課程部会） 

参考文献  

言語能力の育成の重要性 

 

言語能力は、人間が認識した情報を基に思考し、思考したものを表現していく
過程に関する分析を踏まえ、「言語能力を構成する資質・能力」として、次のよう
に整理されています。 

言語能力を育成するためのポイント 

言語能力の確実な育成 

「認識から思考へ」「思考から表現へ」という
過程の中で育成 

ポイント１
１ 

情報活用能

力は、各学校

でより具体的

に捉え、児

童・生徒の発

達段階や教科

等の役割を明

確にしながら

教科等横断的

な視点で育ん

でいくことが

重要です。 

国語科を要とした発達の段階に
応じた言語能力の育成 

ポイント２
１ 

情報活用能

力は、各学校

でより具体的

に捉え、児

童・生徒の発

達段階や教科

等の役割を明

確にしながら

教科等横断的

な視点で育ん

でいくことが

重要です。 

認識 
 

 

 

思考 

表現 

テクスト（情報）を構造と内容を把握し、
精査・解釈し、考えを形成する力 

表現する内容等を検討しな
がら、考えを形成・深化さ
せ、文章や発話によって表
現する力 

よりよい表現にす
るために、文章を
推敲したり発話を
調整したりする力 

言語能力を構成する資質・能力が働く過程 

各教科等の特質に応じた言語活動
の充実 

◆観察、実験の結果を整理し考察する学習活動        

ポイント３
１ 

情報活用能

力は、各学校

でより具体的

に捉え、児

童・生徒の発

達段階や教科

等の役割を明

確にしながら

教科等横断的

な視点で育ん

でいくことが

重要です。 

 第５学年及び第６学年 

題材の設定 

情報の収集 

内容の検討 

 

構成の検討  

考えの形成  

記述  

推敲  

共有  

 

事実と感想、意見とを区別して、自分の考え
が伝わるように書き表し方を工夫すること 

集めた材料を分類したり、関係付けたりする
こと 

文章全体の構成や書き表し方などに着目して
文章を整えること 

各教科等において、言語能力を支える語彙の段階的な獲

得も含め、国語科の「Ａ話すこと・聞くこと」「Ｂ書くこと」

「Ｃ読むこと」を参考にする 

例 小学校国語「Ｂ 書くこと」 

各教科等の言語活動は、言語能力を育成するとともに、

各教科等で育成を目指す資質・能力を身に付けるために充

実を図る学習活動である 

○原因と結果を関係付けて整理する。 
○事実と解釈を区別して考察を書く。 
○結果を基に実験などの方法を振り返り、再検討する。 
 
 
 

思考力、判断力、

表現力等  
より妥当な考え
をつくりだす力 

理科で育成を目
指す資質・能力 

 情報を多面的・
多角的に精査し
構造化する力 

言語能力を構成
する資質・能力 

それぞれがつ

ながり、循環的

に繰り返される 

○言葉の働きや役割に
関する理解 

○言葉の使い方に関する
理解と使い分け 等 

○自分のものの見方や考え
方を広げようとする態度 

○心を豊かにしようとする
態度        等 

知識及び技能       思考力、判断力、表現力等   学びに向かう力、人間性等 

言語能力を構成する資質・能力 

テクスト（情報）を理解したり、文章
や発話により表現したりするための力 

○情報を多面的・多角的に精査し構
造化する力 

○言葉によって感じたり想像したり
する力           等 

言語能力は、学習の基盤となる資質・能力であり、言語は、児童・生徒
の学習活動を支える重要な役割を果たすものです。 

言語能力とは 


